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新任の挨拶

会 長　福谷 晃（ふくたに あきら）
　この度、本年度の通常総会におきまして、引き
続き令和６・７年の会長に選任いただきました、
彦根地区の福谷晃でございます。
　私ごとではございますが、昨年の秋の褒章にお
きまして、黄綬褒章をいただきました。これも皆
様のおかげだと感謝しております。

　皆様のご厚情を忘れることなく、より一層の研鑽に励み、私ので
きる範囲ではございますが、微力ながら尽力してまいる所存です。
　今年９月28日に主管の開催県として大津市において第42回近畿建
築祭を開催いたします。今回は「まちへくり出す建築士」をテーマ
にセッションやびわ湖の湖上からの景観とNHKで放送中の大河ド

ラマ『光る君へ』のゆかりの地である大津市の石山寺や三井寺など
を中心としたエキスカーションを企画を進めております。皆様のお
力をお借りして多くの方々をお迎えしたいと思っております。
　今後も、滋賀県建築士会にご理解とご支援を賜り、活動を進めて
いきたいと思っております。どうかど理解とご協力を賜ります様、
重ねてお願い申しあげます。

副会長　柴田 昌德（しばた まさのり）
　令和６年５月25日の通常総会にて、副会長を拝
命いたしました柴田昌德と申します。
　建築士会の皆様には、日頃から本県の建築行政
の推進にご理解ご協力を賜りありがとうございま
す。今期、建築士会の一員として事業活動に参画
させていただきます。平成10年に一級建築士とし

て登録し、また業務としてはこれまで建築基準法審査業務、県有施
設の営繕業務に携わってまいりましたが、建築士会の皆様とご一緒
に活動するのは初めてです。何かとご迷惑をおかけする事もあると
思いますが、ご指導、ご鞭撻をお願いします。

専務理事　千葉 薫（ちば かおる）
　暫くの間矢場副会長が兼任されていました専務
理事を拝命いたしました。職掌を確認し、その内
容に改めて身の引き締まる思いであります。常務
就任時に寄稿しました新任の挨拶を改めて読み返
しますと、充分に活動できていなかったと反省し
きりではありますが、引き続きできていないとこ

ろ、反省点を改善していきたいと思います。本年は近畿建築祭が滋
賀にて開催されます。執行部の一員として成功に導きたいと思いま
す。皆様のご指導とご協力をお願い申し上げ、新任のご挨拶とさせ
ていただきます。

常務理事　吉居 龍治（よしい りゅうじ）
　この度、常務理事を拝命いたしました吉居龍治
です。今年度から執行部の一員として、また、委
員会では２度目のまちづくり委員長を拝命し、建
築士の資質や地位の向上、建築士・建築士会の認
知度アップ等のために一層の精進を重ねてまいる
所存ですので、皆様方のご支援ご協力を宜しくお

願い申し上げます。

青年委員長　尾崎 孝祐（おざき こうすけ）
　この度、青年委員長を拝命いたしました尾崎孝
祐と申します。青年委員会においては、創立50周
年の節目の年となります。諸先輩方の意思を引継
ぎ、また未来に託せるような活動をしていけたら
と考えています。青年建築士として、委員会の仲
間と楽しみながら今しかできない事をやっていけ

たらと考えています。どうぞよろしくお願いします。

女性委員長　土本 和子（つちもと かずこ）
　この度、令和６年度・７年度の女性委員会委員
長を拝命いたしました土本です。
　このような大役をお引き受けすることは初めて
のことで不安と焦りが尽きませんが、諸先輩方が
これまで努力を重ねられてきたおかげで今の委員
会があり、それを繋いでいくことが役目だと自ら

を鼓舞しております。女性委員会が今後どのような形であるべきな
のか、近畿や全国の女性委員会との交流でヒントを得ながら、これ
からの委員会活動を行っていきたいと思います。どうぞ皆さま方の
温かいご支援、ご協力を宜しくお願いいたします。

大津地区委員長　谷 祐治（たに ゆうじ）
　この度、大津地区委員会委員長を拝命いたしま
した谷 祐治と申します。当地区委員会においては、
大津市と連携を図りながら、大地震発生時におけ
る避難所開設を想定した安全確認体制の構築、琵
琶湖と東海道でつながる草津市との良好な広域景
観の保全と創造、市民を対象とした建築相談など

に取り組んでいます。会員相互の活発な交流のもと、地区委員会の
運営がより一層充実したものとなりますよう、精一杯努めてまいり
ます。また、本年９月には近畿建築祭が大津の地で開催されます。
地区会員の皆様におかれましては、ご支援ご協力を賜りますよう、
何卒よろしくお願い申し上げます。

総務企画委員会

令和６年度
（公社）滋賀県建築士会通常総会開催

　令和６年５月25日㈯琵琶湖ホテルにおいて、開催
されました。通常総会　議事では全ての議案につい
て承認され、報告事項を経て、つつがなく総会が終
了いたしました。その後の第１回理事会で福谷会長
が再任され、ご来賓を迎えての式典の場で、令和６
年度会長としてのご挨拶がありました。続いて、福
谷会長より新役員が紹介されました。会長挨拶で述
べられた、災害対策委員会設置の検討準備、歴史的
建造物委員会設置への推進、滋賀の建築物の表彰制
度の設立を目標に、一丸となって取組んでいくこと
を確認し合いました。
　来賓祝辞は滋賀県知事代理　波多野真樹土木交通
部部長、目片信悟県議会副議長、大津市長代理　三
國昌克大津市都市計画部部長にご臨席賜り祝辞を頂
戴いたしました。懇親会では令和５年度新入会員を
代表して、岡田大斉氏（大津）、髙見義弘氏（大津）
に建築士会バッジの授与が行われました。木口顧問
の乾杯の発声で、宴がはじまりました。令和７年度
は高島地区で開催予定です。

令和6、7年度四役 総会会場

新入会員2名にバッジ授与 木口顧問の乾杯挨拶
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湖南地区委員長　夏見 諭（なつみ さとし）
　この度、湖南地区委員長を拝命いたしました、
夏見諭と申します。湖南地区のいくつもの委員を
させていただき、今回委員長として推挙いただき
ました。今後は地区代表として本会理事も任命い
ただいておりますので、地区の会員さまとの交流
を進めながら、より良い建築士の活動を支えて行

く所存であります。若輩ではありますが何卒よろしくお願い申し上
げます。

甲賀地区委員長　服部 幸治（はっとり こうじ）
　令和６年度より甲賀地区委員長を務めます服部
です。この役を受けさせていただいた意は、この
数年地区副委員長に携わり各役員様方と共に考え、
悩み、地区運営を進めてきたことが尊い経験であ
り、地区会の今後に繋げていく一役になれればと
考えた故です。

　既に新年度となり役員一同が新たな役割を帯びて地区事業に取り
組んでおります。会員各位におかれましては、ご案内の事業に一つ
でも二つでもご参加いただけますようお願い申し上げます。何より
そういう機会に士会の仲間として顔を合わせ、懇談できますことこ
そがこの会の本分と考えます。何卒ご理解とご協力賜りますよう、
重ねてお願い申し上げます。

彦根地区委員長　小椋 大輔（おぐら だいすけ）
　令和６年度より、彦根地区 地区委員長を拝命し
ました小椋大輔です。
　多くの諸先輩方が守られてこられた代表職を受
けさせていただくにあたり、不安と心配が尽きる
ことはありませんが、諸先輩方のご指導頂きなが
ら、若い世代と共に力を合わせこの大役に取り組

んで行きたいと思いますコロナによる制限もようやく解消され、開
催できなかった会員交流や、講演会などの士会活動を活発にしてい
きたいと考えております。地域会並びに、建築士会発展の一助にな
れるよう、会員皆様のご理解とご協力を賜りますよう、よろしくお
願いいたします。

湖西滋賀地区委員長　松井 公明（まつい きみあき）
　この度、湖西滋賀地区委員長を拝命いたしまし
た松井公明です。
　良い建物を作って、残して、少しでも建築を通
して地域の力になれる建築士になりたいと思って
います。
　どうぞよろしくお願いいたします。

退任の挨拶

副会長　宗像 幸夫（むねかた ゆきお）
　令和５年５月に副会長という大役を仰せつかり
ました。在任中は、四役および理事の皆様などの
熱い思いを感じながら、本会事業に多く参加させ
て頂きました。また、建築士会の事業や活動が建
築士の地位向上や地域の建築文化の推進に大きく
影響し、かつ多大な貢献をされていると感じ、そ

の役割の大きさを再確認しました。今後は一会員として、積極的に
本会事業や地区活動に参加し、滋賀県建築士会を盛り上げていきた
いと思っています。有難うございました。

青年委員長　川村 晃久（かわむら あきひさ）
　令和４年度より２年間、青年委員会委員長を務
めさせていただきました。
　在任中に企画した研修事業や講演会では新しい
技術や製品等多くのことを学ばせていただきまし
た。また、対外事業・交流事業を通して業務では
関わることのない方々と御縁をいただく機会とな

りました。近建青や全国大会などの活動へも制限なく参加できる時
節でもあり、楽しく参加させていただきました。
　令和６年度に控える周年事業にむけて青年委員会を盛り上げてい
きたいと思います。事業・活動を通して多くの方々にお世話になり
本当にありがとうございました。

女性委員長　小川 慈（おがわ めぐみ）
　2022年度より２年間、女性委員会委員長を務め
させて頂きました。その間Doシリーズを４回、全
員会議を２回、そして全国女性建築士連絡協議会
への参加と、多くの事業を開催できましたのも、
女性委員会委員の皆さまはじめ、建築士会会員の
皆さまの温かいご協力によるものと、深く感謝申

し上げます。女性委員会活動を通して多くの方々と交流の場を持ち、
高め合うことができました。また、在任中は皆さまからのご指導を
賜り、誠にありがとうございました。今後も一会員として引き続き
どうぞよろしくお願いいたします。

大津地区委員長　木村 敏（きむら さとし）
　かつて「支部長」と呼んでいた地区委員長・地
域会代表という役職は自分よりもかなり年上のベ
テランの方がされていて、迷いなくリーダーシッ
プを発揮されていると思っていました。いつのま
にか自分自身がその立場になり、３期務めて役目
を終えました。それまでに常務幹事や副代表を８

年させていただいたので会の運営は掌握しているつもりでしたが、
代表の役割は別もので、会員さんにも渉外的にも代表に相応しい振
る舞いが必要でした。その点で力が足りていなかったと思っていま
す。「支部長」に描いたイメージとかけ離れて迷ってばかりの日々
でした。それを支えていただいた幹事の皆さま、相談役の皆さまに
深く感謝いたします。

湖南地区委員長　横江 良之（よこえ よしゆき）
　滋賀県建築士会湖南地区委員長を５年務めさせ
ていただきました。コロナ禍で思うように事業が
出来ず残念でしたが、５類になり昨年度から縮小
ではありますが、年間予定の事業を開催できまし
た。今年度からは、以前のように活気ある事業が
開催される事と願ってます。

　５年間どうもありがとうございました。

甲賀地区委員長　中本 美栄子（なかもと みえこ）
　現　本会常務理事の竹田様より引き継いで３期
７年の間、甲賀地区委員長として務めて参りました。
　何より大切にしてきたことは、～一人一人の顔
の見える建築士会　一人一人の顔の見える地域会
であり続ける事～でした。地域社会への貢献もそ
こからの一歩にあると考えたからです。次に繋い

でいただける服部様、役員の方々、会員の皆さま、惜しみなく応援
をして頂きました皆様方に感謝しつつ、今後も笑顔を絶やすことな
く、共に歩いていければと願っています。
　ありがとうございました。

彦根地区委員長　松井 俊郎（まつい としろう）
　平成29年度より彦根地区委員会の委員長を務め
させて頂きました。頼りない委員長ではありまし
たが、地区委員の皆さまのご協力により無事に任
期を終えられたことを感謝しております。任期中
には以前からの事業を引き継ぎ、また新しい試み
も行ってきたつもりですが、コロナの流行等もあ

り思うような事業が出来ない年度もありました。現在、制限もなく
なり、新しい委員長の元、彦根地区委員会も活発に活動されると思
います。これからも彦根地区委員会、滋賀県建築士会にできる限り
協力していきたいと思います。また皆様のご支援、ご協力をお願い
し、退任の挨拶とさせて頂きます。ありがとうございました。

湖西滋賀委員長　坂田 德一（さかた とくいち）
　湖西滋賀地区委員長として11年間務めさせてい
ただけたこと、ひとえに会員皆様方のご理解とご
協力が頂けたことに感謝いたします。振り返ると
会員数は32名から24名に減少したことは、充分な
活動が出来ていなかったと反省もあります。この
間にはコロナ禍での自粛もありましたが、本会70

周年記念事業として、湖西滋賀から淡海節を琵琶湖ホールでご披露
できたことも良い思い出です。建物の耐震化や省エネ化などの課題
に建築士としてどのように向かい会うのかなど、建築士会を通して
地域との関わりを体験することで学び多い11年となりました。
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令和６・７年度　委員会構成及び事業内容 令和６年第２回理事会承認（2024.6.12）

委員会名 担当事項 内　　　　　　　　　容

地区委員会
各地区の地域性をいかした、活動企画運営に関
する事業
会員加入勧奨の研究、推進（会員増強）

・大津地区　・湖南地区　・甲賀地区　・湖東地区
・彦根地区　・湖北地区　・高島地区　・湖西滋賀地区

総務企画委員会
（委員長：千葉薫）

事業執行の企画、財源の確保、会員の増強、会
員の慶弔及び賞罰、会員相互の交流事業の企画、
会員加入勧奨の研究、推進、その他委員会に属
しない事項

・総会及び臨時総会　・財源確保の検討　・名簿発刊　・個人情報管理　
・全国大会「鹿児島大会」窓口　・近畿建築祭「滋賀大会」窓口
・�滋賀県建築士会定款以外の総ての規定(催促･内規等)の検討および成案作成
・（仮称）「滋賀建築賞」の窓口　・建築関係五団体「合同年賀会」の窓口
・研修・見学事業企画・運営　・中部建築賞への協力　
・免許交付式の企画・実施　・会員増強に係る事業の推進　
・BIM活用推進の窓口

情報広報委員会
（委員長：木村敏）

会員及び県民等広く社会への情報の提供及び企
画運営会報、会誌の編集・発刊

・月刊「家」発刊　・ＨＰ管理および企画運営(情報発信)
・情報媒体に依るＰＲ、広告取得の検討
・機関紙「家」の発刊および内容、配布方法、配布先の検討、企画

まちづくり委員会
（委員長：吉居龍治）

社会貢献事業、建築相談および研修見学会等の
計画実施について

・「建築士の日」の事業企画、運営・「建築士フェスティバル」の開催
・建築相談事業運営・立体作品展の企画、運営
・「滋賀県建設みらいフェスタ」支援協力・建築甲子園の窓口

渉外事業委員会
（委員長：岡村浩樹）

公益、収益事業の企画運営行政、関連団体との
連携協働事業等について

・定期講習の開催　・監理技術者講習の開催
・滋賀県被災建築物応急危険度判定士認定養成事業
・滋賀県防犯モデルマンション認定審査支援
・滋賀県知事指定講習会の開催　・既存住宅状況調査技術者講習会の開催
・既存住宅状況調査依頼の窓口

継続能力開発委員会
（委員長：古川政博）

全建築士の資質向上に関する事業継続能力開発
および専攻建築士制度の普及、啓発

・ＣＰＤオープン化に依る広報活動（滋賀県及び市町・関連他団体等）
・専攻建築士制度普及活動、登録推進
・ＣＰＤカードの活用及び会員カード化に伴う推進事業
・その他（ＣＰＤ関連）資質向上に資する講習会
・免許証カード化の推進事業

青年委員会
（委員長：尾崎孝祐）

青年建築士相互の技術の向上と親睦をはかり、
社会との連携活動の実施会員加入勧奨の研究、
推進（会員増強）

・全建築士会会員に向けた研修見学会の企画・運営
・将来人材育成事業の企画・実施　・資質向上に資する事業の企画・実施
・新入会員紹介（会員増強）

女性委員会
（委員長：土本和子）

女性建築士が相互の交流と親睦を深めるととも
に、知識・技術の向上と社会との連携活動の実
施　会員加入勧奨の研究、推進（会員増強）

・全建築士会会員に向けた研修見学会の企画・運営
・資質向上に資する事業の企画・実施　・新入会員紹介（会員増強）

耐震判定支援委員会
（委員長：土野池正義） 耐震診断判定評価の支援 ・耐震診断判定評価事業への協力 耐震判定評価委員会

伝統建造物活用支援委員会
（委員長：山本勝義）

地域に眠る歴史的文化遺産の発掘・調査に関す
ること
歴史的建造物の保存・活用に関すること

・歴史建造物委員会設置への推進
　（文化財保存活用支援団体指定に向けての取組推進）
・ヘリテージマネージャースキルアップ事業への協力

空き家管理等支援委員会
（委員長：竹田久志）

「滋賀県空き家管理等基盤強化推進協議会」の連
携協力「県内市町の空き家事業」への協力

・空き家相談業務の実施
・県内市町への協議会委員の派遣
・県内市町「特定空家判定調査」への委員派遣

滋賀県空き家管理等
基盤強化推進協議会

まちづくり活動部会
＜連合会・近畿＞
（委員長：市川真理）

日本建築士連合会の専門分野別まちづくり部会
活動を軸に、士会における専門分野別のまちづ
くり活動の定着と発展を図る

・�連合会「・防災・街中（空き家）・歴史・福祉・景観・木」のまちづく
り部会への参画・近畿まちづくり部会事業への協力

建築士試験運営チーム
（主任：矢場義章） 一級、二級、木造建築士の試験関連事業

・建築士試験（受付）業務の運営　
・建築士試験（学科、製図）試験の実施
・改正建築士法に伴う建築士登録等に係る対応

地域貢献活動センター
（委員長：横江善嗣次）

滋賀県建築士会会員が参画する県内の地域貢献
活動を支援し、建築士と共に八地区で「まちづ
くり」、「地域活動」をしている又はしようとし
ているグループに、活動費の助成や技術、情報
などの支援を行う。

・募集審査　・事業ヒアリング
・運営の検討（地域社会の発展に寄与することを目的とした団体の調査）

近畿建築祭実行特別委員会
（委員長：千葉薫） 近畿建築祭「しが大会」の企画・運営 ・令和６年９月28日㈯開催

滋賀建築賞開設特別委員会
（委員長：山本良信）

滋賀の建築物の表彰制度の設立（建築関係五団
体連携）

滋賀県版｢気候風土
適応住宅｣検討委員会
（委員長：山本良信）

滋賀県版「気候風土適応住宅」設定への行政協力 ・�滋賀県土木交通部建築指導室ならびに関係団体と協力し「滋賀版気候風
土住宅」を提案する

災害対策委員会等の
設置準備

（委員長：木下幸玉）

・災害時の内容の整理　・災害対策体制の確立
・滋賀県との防災協定、災害協定への取組
・近畿建築士会協議会との連携

4
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総務企画委員会
第42回近畿建築祭 しが大会第42回近畿建築祭 しが大会

琵琶湖 大津を翔る琵琶湖 大津を翔る
～まちを知り、歴史を重ねる建築士～～まちを知り、歴史を重ねる建築士～

　近畿建築祭しが大会実行特別委員会では、令和６
年９月28日㈯の開催日にむけて企画・準備を進めて
おります。会員の皆様には参加者として、大会スタッ
フとしてお世話になります。しが大会を盛り上げて
頂きますようよろしくお願いいたします。
　「建築士８月号」便にて、大会リーフレットと参加
申込書をお送りいたしますので内容をご確認の上、
参加申込をよろしくお願いいたします。
　　　　開 催 日：令和６年９月28日㈯
　　　　開催場所：大津市民会館

総務企画委員会

第66回建築士会全国大会
「鹿児島大会」　ご案内

　第66回 建築士会全国大会　鹿児島大会「もえよ！
建築維新～たぎる地で築くみらい～」の大会概要の
詳細が、連合会会誌『建築士５月号』p13～p37に掲
載されています。

大会開催日：令和６年10月25日㈮
会　　　場：宝山ホール（鹿児島市山下町5-3）
大会登録費：6,000円
参加申込について
　Webシステムからの個人申込となります。
　「建築士５月号」p36・p37の案内に従って
　申込手続きをお願いいたします。
参加申込をされた方へお願い
　�　建築士会全国大会　鹿児島大会　大会登録費に

ついては本会より補助させて頂きますので、参加
申込をされた方は、滋賀県建築士会事務局にもそ
の旨をご連絡頂きますようよろしくお願いいたし
ます。
申込締切日：令和６年７月26日㈮　17：00

滋賀県建築士会野球同好会

建設界野球大会　
今年も出場します。

　第59回滋賀県建設界野球大会が開催されます。滋
賀県建築士会野球同好会は、今年も出場いたします
ので、球場に足を運んでいただきまして、是非とも応
援・観戦をよろしくお願いいたします。また、野球同
好会では随時、メンバーを募集しています。練習は月
２回、19時から21時です。ご興味のある方は、滋賀県
建築士会事務局までご連絡をお願いいたします。
令和６年８月31日㈯　開会式＆１回戦
会　場：マイネットスタジアム皇子山
以降の予定は士会HPにてご案内いたします。
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甲賀地区
能登半島地震に係る講演会、

令和６年度　地区会員大会・通常総会
　令和６年４月19日㈮に元日の能登半島地震に係る
報告の講演会を（一社）滋賀県建築士事務所協会甲
賀支部と共催し29名の参加でした。第１部は甲賀市
から応急危険度判定員で派遣された住宅建築課員２
名様に現地での判定業務と被害状況について講演い
ただき、判定士の会員は心構えを新たにしました。
　第２部はセキサンピーシー㈱様が行われた被害状
況の現地調査報告と専門家としての考察を講演いた
だき、今後の業務に生かせる一助となりました。
　令和６年５月11日㈯に湖南市「やまりゅう」にて、
福谷会長にご臨席いただき地区会員大会・通常総会
を開催し新年度へ向けてのスタートとなりました。

福谷会長の臨席で総会

地区だより

高島地区 
令和６年度　高島地域会通常総会

高島地区会員大会
　令和６年４月27日㈯にて高島地域会通常総会・高
島地区会員大会を開催させていただきました。収支
決算報告、令和６年度事業計画および収支予算など
の議案が審議され、全て承認されました。総会には
福谷晃会長を来賓としてお迎し、ご祝辞を頂き誠に
ありがとうございました。
　本年度は役員改選の年であり、役員改選にあたっ
ては、大塚康将地区委員長・地域会代表が再任され、
新役員共に承認されました。総会後は懇親会を開催
し、会員相互の親睦を深めるができました。
　これから気持ち新たに地区運営が始まります。事
業も役員を中心に有意義で楽しい活動を進めていき
たいと思いますので、何卒よろしくお願いします。

大津・湖西滋賀地区
大津市避難所担当員研修に参画しました
　令和６年５月31日・６月３日の両日、大津市総務
部危機・防災対策課の主催にて、避難所担当員（市
職員）と同施設管理者（小中学校職員）とを対象と
した研修会が開催されました。大津地区ならびに湖
西滋賀地区委員会は避難所施設を対象とした応急危
険度判定業務（セーフティチェック）に関して大津
市と協定書を締結しており、協力者として登録くだ
さっている両地区所属の応急危険度判定士の皆さん
も研修に参加してくださいました。この度の研修で
得た気づきをあらためて関係課と共有し、内閣府が
推奨する避難所施設ごとのカルテ作成につなげてい
きたいと考えています。

湖南地区 
令和６年度　湖南地域会通常総会

湖南地区会員大会
　令和６年４月17日㈬に草津エストピアホテルにて、
湖南地域会通常総会ならびに湖南地区会員大会を開
催いたしました。
　開会に先立ち講習会を開催、本年度は元大阪府警
の警察官で現在折元コンサルティング・ファーム代
表の折元洋巳氏による『間違いだらけの防犯常識』
~犯罪手口を元大阪府警刑事が教えます~と題してご
講演をいただきました。
　総会には、本会から土野池副会長と滋賀県建築住
宅センターの林口理事長を来賓に迎え、令和５年度
事業報告、決算報告、令和６年度事業計画、収支予
算などの議案は無事承認されました。
　総会後、懇親会を開催し会員相互の親睦を深めま
した。

講習会総会

現地の実感を込めた講演

総会

避難所担当員研修避難所担当員研修
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地区別会員数　令和６年６月１日現在
支 部 ３月 ５月 差引
大 津 170 169 ▲ 1
湖 南 127 123 ▲ 4
甲 賀 67 67 0
湖 東 88 88 0
彦 根 69 69 0
湖 北 120 119 ▲ 1
高 島 54 53 ▲ 1

湖西滋賀 24 23 ▲ 1
計 719 711 ▲ 8

施設概要：鉄筋コンクリート造、一部鉄骨３階建て
スポーツ棟とまちなか交流棟　
　スポーツ棟　�メインアリーナ・サブアリーナ・弓道場・トレーニング室・ダンス室等
　まちかな交流棟　多目的ホール・教養文化室・会議室
　建築面積　9980.29㎡　延べ床面積　13850.08㎡　観客席　2752席
全国規模のスポーツイベントが開催可能なメインアリーナをはじめ、サブア
リーナ、トレーニング室などが入る「スポーツ棟」と、図書コーナーを備え
たまちなか交流ラウンジや、多目的ホールが入る「まちなか交流棟」で構成
され、賑わいを創出する市民の新しい交流拠点になっている。
設計　石本建築事務所

※�新型コロナウイルス感染症拡大の状況により、中止・変更等となる場合がございます。

1 月 赤口

2 火 先勝

3 水 友引 四役会四役委員長会議

4 木 先負

5 金 仏滅

6 土 赤口

7 日 先勝 二級建築士「学科試験」

8 月 友引

9 火 先負

10水 仏滅 建築士定期講習監理技術者講習

11木 大安

12金 赤口

13土 先勝

14日 友引

15月 先負 海の日

16火 仏滅

17水 大安

18木 赤口

19金 先勝

20土 友引

21日 先負

22月 仏滅

23火 大安

24水 赤口 青年委員会

25木 先勝

26金 友引

27土 先負

28日 仏滅 一級・木造建築士「学科試験」

29月 大安

30火 赤口

31水 先勝

7月の暦
1 木 友引

2 金 先負

3 土 仏滅

4 日 先勝

5 月 友引

6 火 先負

7 水 仏滅 四役会理事会

8 木 大安

9 金 赤口

10土 先勝

11日 友引 山の日

12月 先負 振替休日

13火 仏滅

14水 大安

15木 赤口

16金 先勝

17土 友引

18日 先負

19月 仏滅

20火 大安

21水 赤口 応急危険度判定士講習会

22木 先勝

23金 友引

24土 先負

25日 仏滅

26月 大安

27火 赤口

28水 先勝 応急危険度判定士講習会

29木 友引

30金 先負

31土 仏滅 建設界野球大会開会式（皇子山球場）

8月の暦

プロシードアリーナHIKONE（彦根市スポーツ・文化交流センター）（彦根市）
　実施される競技は、ハンドボール・弓道・ひこねスーパーカロム・SOバドミントン（国スポ・障スポ共）

新入会員のご紹介　５月９日分　理事会承認
地区 氏名

大津 松藤　謙二
彦根 林　　雅彦　建築士会のことを分かりやすく楽しくPRしています。

　日々の活動の中で有効にご活用ください。

建築士会活動の紹介

建築士会入会のご案内

滋賀県建築士会ＰＲ動画をＨＰで公開中
下記QＲからもご覧になれます。
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